
東部第二小児救急平日夜間診療部

（春日部市立病院敷地内）は平日夜

間のみであり、祝日、休日などは市

内救急告示医療機関を利用しなけれ

ばなりません。又、埼玉県救急医療

情報センターでは、年中無休で県民

の皆さんからの電話に応じ、医療機

関を案内してくれていますが、これ

も微妙に不十分です。そこで、市民

の側に立つ緊急対応システムを作り

上げるべきかと思いますが市の取り

組みについてお伺いいたします。

埼玉県と連携を図り市としても前

向きに検討して参りたい。

核家族など、多様化する中で、子

育て環境の拡充を求める声として、

乳幼児のショートスティを導入して

欲しいと言うものです。

現在、保育所では、一時預かり事業

が展開されておりますが、制限があ

ります。急な事情で保護者が数日に

亘り家を空けなければならない場合

に子供を預けられるシステムの導入

について質問しました。

児童相談所などと連携を図りつ

つ、質問の点につきましては対応を

検討して参りたい。
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６月度定例議会 一般質問より

１．乳幼児のショートスティ・一時預かり事業について

２．救急医療の対策について

春日部市議会議員 栗原信司後援会だより

クリバラ通信
http://s-kuribara.com/

↑携帯から

３．障害児支援策について
生まれて間もない子供が障害と認

定され、その後どうしたらいいの

か、誰に相談し、どこに行けばなん

らかの手が打てるのか、こんな事を

過去の実例などや他市町村の取り組

みとして紹介してあげる仕組みを作

り、成長の過程に即して示してあげ

られないのかと質問しました。

行政の立場で出来うる限りの情報

提供の仕組みが出来るよう検討しま

す。



春日部市では住基カード普及しき

れず、発行枚数が増加していないこ

とと、市民の貴重な血税を投入した

ものであります。今まではともかく

としても、今後はしっかりとした展

望を持って取り組むべきであり、今

後の普及策と活用策に関してお伺い

をいたします。

ご提案いただいたものを含めて順

次実現に向けて取り組むように検討

します。
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☆春日部地市

７月２９日 土
９月１６日 土

１０月２１日 土

☆さいたま市
７月２０日 木

８月 １日 火
８月２４日 木

９月 １日 金

９月１１日 月
９月２２日 金

１０月 ２日 月
１０月１１日 水

１０月２０日 金

５．住基カードの有効活用について

４．春日部の日の制定について

合併を記念して「春日部市の日」

の制定をすることは市民の交流と市

民としての意識の高揚にも繋がるこ

とであり、いかがでしょうか。この

提案は、明日の春日部を担いたいと

いう青年達の声であり、制定に向け

た市の取り組みを質問しました。

大変に意義深いことであり、前向

きに検討していきます。

緑のない緑町と言う不名誉なキャ

ッチコピーで過去幾度となく取り上

げさせて頂いておりますが、特に申

し上げたいのは、緑町６丁目の放置

自転車集積所のことであります。こ

の放置自転車の集積所を防災という

観点からも、地域住民の為に開放

し、有効活用すべきと提案かたがた

議会で取り上げておりますが、その

後の検討はどうなったのが改めて質

問いたしました。

現在、放置自転車の移転場所の問

題を検討しておりますが、早急に取

り組んで参りたい。

６．緑町地域に公園整備を


